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教育の質を保証するとは 

Ⅰ. 学習・教育到達目標が適切に設定されている 

Ⅱ. 教育プログラムに関与するすべての関係者（学生を 

含む）が、学習・教育到達目標とその達成に向けた

教育方法を認識して、それを確実に実施している 

Ⅲ. 学習・教育到達目標（アウトカムズ）の達成度を適

正に評価し、目標を達成した学生のみを卒業させて

いる 

Ⅳ. 学習・教育到達目標とその達成度のレベルならびに

教育方法を継続的に改善している 2 



科目の目標に対する達成度の評価 
〔JABEE認定基準３（１）〕 

基準：シラバスに定められた評価方法と評価基準に従っ 

   て、科目の目標に対する達成度が評価されている 

   こと 

・ シラバスにおいて、以下の明記が前提 

 ＊学習・教育到達目標に対する科目の役割（位置づけ） 

 ＊成績の評価方法と評価基準 

・ 評価基準については、以下の明記が前提 

 ＊評価（例えば  S, A, B, C, D）と科目の目標としてい 

  る理解力・応用力、スキル、能力の対応関係 3 



学習・教育到達目標に対する達成度の評価 
〔JABEE認定基準３（３）〕 

基準：プログラムの各学習・教育到達目標に対する達

成度を総合的に評価する方法と評価基準が定め

られ、それに従って評価が行われていること。 

• プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成度を

総合的に評価する方法とは、個々の科目ごとに行われ

ている評価を単純に総合する方法だけでなく、 

例えば、各科目の重み付けや外部試験の結果なども考

慮して総合的に評価する方法や総合的達成度評価試験

の実施など、各学習・教育到達目標に応じて多様な 

評価方法の工夫があることを意図している。 
4 



学生自身による学習・教育到達目標達成度の点検 
〔JABEE認定基準２．２（３）〕 

基準：学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標

に対する自分自身の到達状況を継続的に点検させ、

それを学習に反映させていること。 

• 学生自身に自分自身の到達状況を継続的に点検させ、

それを学習に反映しているとは、継続的に学習・教育

到達目標に対する達成度の評価結果（Evaluation）と

それに対する教員等の助言・評価（Assessment）等

によって学生の認識を促し、その後の学習に反映させ

ることを意図している。 

• 助言・評価の手段としてポートフォリオが有効。 
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学習・教育到達目標の達成度評価 

カリキュラム設計 
学習・教育到達目標の設定 

学習･教育
到達目標 

1 年 2 年 3 年 4 年 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

（A） 
         

（B） 
        

（C） 

        

（D）  

       

（E）   
      

(F) 

    

 
  

 

 

東洋史（◎） 
地理学（◎） 

西洋史（◎） 
科学と教育（◎） 

技術者倫理（○） 
現代社会論（○） 哲学（○） 技術概論（◎） 

基 礎 セミナー
（◎） 

技術者倫理（◎） 技術概論（○） 

電気電子工学基礎（○） 応用解析Ⅰ（○） 応用解析Ⅱ（○） 数値解析（○） 

情報処理（◎） 

基礎数学Ⅰ（◎） 

基礎物理Ⅰ（◎） 

基礎化学（◎） 

情報処理（◎） 

基礎数学Ⅱ（◎） 

基礎物理Ⅱ（◎） 

電磁気学Ⅰ（○） 

電気回路Ⅰ（○） 

電磁気学Ⅱ（○） 

電気回路Ⅱ（○） 

電磁気学Ⅲ（○） 
電気回路Ⅲ（○） 

プログラミング（◎） 情報処理及び演習 
（◎） 

電気回路Ⅰ（◎） 電気回路Ⅱ（◎） 
基礎電子回路（◎） 

電気回路Ⅲ 
アナログ回路（◎） 
ディジタル回路（◎） 

ディジタル信号処理（◎） 

計測工学（◎） 

制御工学Ⅰ（◎） 制御工学Ⅱ（◎） 

電子物性学（◎） 

計測システム工学（◎） 

電気電子材料（○） 
半導体工学Ⅰ（○） 

半導体工学Ⅱ（○） 量子エレクトロニクス（○） 

通信工学Ⅰ（○） 通信工学Ⅱ（○） 

電気機器学Ⅰ（◎） 
電力発生工学（◎） 

電気機器学Ⅱ（○） 
高電圧工学（○） 

パワーエレクトロニクス（○） 電気設計（○） 

電気電子基礎実験（◎） 電気電子ＰＢＬⅠ（◎） 電気電子応用実験（◎） 電気電子ＰＢＬⅡ（◎） 卒業研究（◎） 

英語コミュニケーション
Ⅰ（◎） 

英語リーディングⅠ（◎） 
その他の外国語Ⅰ（◎） 
 

英語コミュニケーション
Ⅱ（◎） 
英語リーディングⅡ（◎） 
その他の外国語Ⅱ（◎） 

英語コミュニケーション
Ⅲ（◎） 
英語リーディングⅢ（◎） 
その他の外国語Ⅲ（◎） 

英語コミュニケーション
Ⅳ（◎） 
英語リーディングⅣ（◎） 
その他の外国語Ⅳ（◎） 

ゼミナール（◎） 

卒業研究（◎） 

科目の目標の達成度評価 
学習・教育到達目標の達成度評価 

卒業研究（◎） 

卒業研究（◎） 

卒業研究（◎） 

工学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ 工学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅠ 
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・筆記試験（外部試験を含む） 
  ▷知識、理解力、語学力等の詳細な評価可 
  ▶汎用能力（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力、ﾃﾞｻﾞｲﾝ力、ﾁｰﾑﾜｰｸ力等）に不適 

・レポート（論文を含む） 
  ▷独創性、思考力、応用力、記述ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力等の評価可 
  ▶他人の成果のコピーなど不適切な内容の見極めが必要 

・プレゼンテーション・デモンストレーション 
  ▷独創性、解決力、等の総合的な評価に適する 
  ▶知識、理解力、記述ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力等の詳細な評価に不適 

・ルーブリック（Scored Rubrics）： 
  ▷汎用的能力の評価に適する 
  ▷総合的な評価に適する 
  ▶評価者の主観が影響する／評価基準作成に多大な労力 

成績評価方法の利点・欠点 
▷利点  ▶欠点 
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成績評価方法の適用性 

知識力 

理解力 

論理的思考力 

応用力 

創造性・解決力 

デザイン力 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

チームワーク力 

語学力 

専門技能力 

試験    レポート プレゼン ・デモ        ルーブリック 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 



学習・教育到達目標の総合的な達成度評価 
〔JABEE認定基準３（3）〕 

A 関与する多数の科目が同等に寄与する学習・教育到達目標 

 〔例：教養(a)、数学・自然科学(c)、専門分野の基礎・応用(d)〕 

B 基礎的な科目から段階的に高度な科目へと能力を向上させる 
 学習・教育到達目標 

 〔例：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力〔特に語学〕(f)、計画的遂行(h)、ﾁｰﾑﾜｰｸ力(i)〕 

C 特化された科目によって習得される学習・教育到達目標 
 〔例：技術者倫理(b)、エンジニアリングデザイン力(e) 〕 

D 数多くの科目の履修により習得される学習・教育到達目標 
 （一般に科目内での割合は小さい） 

 〔例：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力(f)、自主的・継続的学習(g)〕 
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関与する科目に対する評価を利用して 
学習・教育到達目標の達成度を総合的にどう評価するか？ 
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タイプA：関与する多数の科目が同等に寄与する学習・ 
      教育到達目標 

 ・履修した科目の該当する到達目標に対する評価を 
  同等のウェイトで総合化 
 ・例：関連する科目の成績評価のGPA 

タイプB：基礎的な科目から段階的に高度な科目へと 
      能力を向上させる学習・教育到達目標 
 ・後の段階で履修した科目の評価に大きなウェイト 
  付けをして総合化 
 ・例１：最終段階の履修科目の成績評価 
 ・例２：ルーブリックによる成績評価 

タイプ別の総合的な達成度評価の考え方 
（その１） 
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タイプC：特化された科目によって習得される学習・  
      教育到達目標 
 ・当該科目における内容に適した評価方法によって 
  総合的に評価 
 ・例１：技術者倫理 
     基本的知識：筆記試験 
     応用力：事例検討レポートをルーブリック評価 
 ・例２：エンジニアリングデザイン：ルーブリック評価 

タイプD：数多くの科目の履修によって習得される学習・ 
      教育到達目標 
 ・関与する科目の該当部分の評価を参考に総合化 
 ・例：該当部分の評価を総合的にルーブリック評価 

タイプ別の総合的な達成度評価の考え方 
（その２） 



科目の成績評価を基にした学習・教育到達目標 
の総合的達成度評価のイメージ 

：筆記試験 

：レポート 

：ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

：ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝ 

ルーブリックによる総合的評価 
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学習・教育到達目標 Ａ 

学習・教育到達目標 Ｂ 

学習・教育到達目標 Ｃ 

目標Ａの達成度評価 

目標Ｂの達成度評価 

目標Ｃの達成度評価 

GPAによる総合的評価 

Uとvの成績評価で総合的評価 
u 

v 

：ルーブリック 



科目が複数の学習・教育到達目標に 
対応している場合の総合的な達成度評価 
科目ｐ 

科目ｑ 

科目ｒ 

学習教育目標Ａ 
学習教育目標Ｂ 
学習教育目標Ｃ 

学習教育目標Ａ 
学習教育目標Ｃ 
学習教育目標Ｄ 

学習教育目標Ａ 
学習教育目標Ｄ 
学習教育目標Ｅ 

目標Ａの総合的達成度 
 ・科目ｐにおける目標Ａの評価 
 ・科目ｑにおける目標Ａの評価   
 ・科目ｒにおける目標Ａの評価 
   ： 

目標Ｂの総合的達成度 
 ・科目ｐにおける目標Ｂの評価 
   ： 

目標Ｃの総合的達成度 
 ・科目ｐにおける目標Ｃの評価 
 ・科目ｑにおける目標Ｃの評価 
    ： 

を総合化 

を総合化 

を総合化 
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〔 抜 粋 〕 
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